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復
帰
50
周
年

H
E
R
S
T
O
R
Y

＃
沖
縄
の
女
性
た
ち
が
次
世
代
へ
伝
え
た
い
こ
と

沖
縄
県
は
２
０
２
２
年
５
月
15
日
、
日
本
に
復
帰
し
て
か
ら

50
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

（
公
財
）
お
き
な
わ
女
性
財
団
で
は
、
令
和
４
年
度
男
女
共

同
参
画
週
間
に
あ
た
り
、
「
復
帰
50
周
年

H
E
R
S
T
O
R
Y

＃

沖
縄
の
女
性
た
ち
が
次
世
代
へ
伝
え
た
い
こ
と
」
パ
ネ
ル
展
を

６
月
23
日
（
火
）
か
ら
７
月
７
日
（
木
）
に
開
催
し
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
で
は
、
お
ば
あ
と
孫
の
、
や
ー
こ
・
か
く
と
、
案
内

役
と
し
て
シ
ー
サ
ー
が
登
場
し
、
お
ば
あ
が
本
土
復
帰
を
求
め

る
運
動
を
し
て
い
る
様
子
を
撮
っ
た
白
黒
写
真
か
ら
、
「
復

帰
」
に
つ
い
て
興
味
を
持
っ
た
孫
た
ち
が
探
求
を
始
め
ま
す
。

お
ば
あ
は
、
太
平
洋
戦
争
後
の
米
施
政
権
下
時
代
（
ア
メ
リ
カ

世
）
や
、
１
９
７
２
年
の
本
土
復
帰
か
ら
50
年
に
及
ぶ
現
在
ま

で
の
沖
縄
の
歴
史
な
ど
に
触
れ
な
が
ら
、
女
性
た
ち
が
地
域
や
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教
育
、
行
政
、
経
済
な
ど
の
各
分
野
で
社
会
的
な
課
題
や
問
題

等
に
団
結
し
て
取
り
組
ん
だ
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
世

米
施
政
権
下
の
沖
縄
で
は
、
沖
縄
の
人
々
の
自
治
が
制
限
さ

れ
た
軍
事
優
先
政
策
が
し
か
れ
て
お
り
、
日
本
国
憲
法
や
福
祉

関
連
法
な
ど
は
沖
縄
に
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
加
え
て
、

１
９
５
２
年
の
「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
」
や
１
９
６

０
年
に
締
結
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
日
米
地
位
協
定
」
に
よ
る
弊

害
な
ど
で
住
民
の
不
満
は
募
っ
て
い
き
ま
し
た
。

沖
縄
の
人
々
の
願
い
は
、
平
和
憲
法
の
下
で
基
本
的
人
権
や

言
論
の
自
由
が
守
ら
れ
、
自
治
権
が
あ
り
、
「
核
抜
き
・
本
土

並
み
」
と
い
う
「
基
地
の
な
い
平
和
の
島
」
の
実
現
で
し
た
。

多
く
の
人
々
は
沖
縄
が
本
土
復
帰
す
る
こ
と
で
そ
れ
を
叶
え
よ

う
と
願
い
、
復
帰
運
動
が
起
き
ま
す
。

沖
縄
の
本
土
復
帰
と
女
性

１
９
７
２
年
5
月
15
日
に
沖
縄
は
日
本
に
復
帰
し
ま
し
た
。

沖
縄
に
は
日
本
の
法
律
が
適
用
さ
れ
、
医
療
・
福
祉
な
ど
の
社

会
保
障
制
度
な
ど
本
土
並
み
に
な
り
ま
し
た
が
、
在
沖
米
軍
基

地
の
本
土
と
比
較
し
た
沖
縄
の
面
積
比
が
復
帰
前
の
10
％
か
ら

復
帰
後
は
60
％
に
な
る
な
ど
、
前
述
の
沖
縄
の
人
々
の
願
い
か

ら
は
ほ
ど
遠
い
も
の
で
し
た
。

復
帰
に
伴
う
米
ド
ル
か
ら
日
本
円
へ
の
通
貨
切
り
替
え
時
に
、

端
数
切
り
上
げ
や
便
乗
値
上
げ
が
相
次
ぎ
、
人
々
の
家
計
に
打

撃
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
女
性
た
ち
は
消
費
者
物
価
に
対
す
る

特
別
措
置
を
政
府
に
要
請
す
る
な
ど
取
り
組
み
ま
し
た
。

戦
場
と
な
っ
た
沖
縄
で
は
「
4
人
に
１
人
が
亡
く
な
っ

た
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
多
く
の
住
民
が
命
を
落
と
し
、
働

き
手
と
な
る
男
性
の
多
く
が
戦
場
で
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
沖
縄
の
女
性
た
ち
は
、
家
庭
や
社
会
の
担
い
手

と
な
り
、
戦
後
、
沖
縄
社
会
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
相

互
扶
助
の
立
場
か
ら
自
主
的
に
婦
人
会
な
ど
を
組
織
し
、
県
民

の
生
活
改
善
や
女
性
の
地
位
向
上
に
貢
献
し
ま
し
た
。

１
９
４
８
年
12
月
15
日
に
結
成
さ
れ
た
沖
縄
婦
人
連
合
会

（
沖
婦
連
）
は
、
１
９
５
２
年
に
各
群
島
を
束
ね
る
全
県
的
組

織
と
な
り
ま
し
た
。
結
成
以
来
、
法
整
備
の
遅
れ
を
改
善
し
、

生
活
環
境
を
整
え
る
運
動
を
行
い
、
福
祉
行
政
の
補
完
的
役
割

を
果
た
し
、
他
に
自
衛
隊
配
備
反
対
運
動
に
も
熱
心
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

こちらからご
覧頂けます。

復 帰 前

①【売春をめぐること】戦争未亡人などやむなく身を売
るしか生活の術がなかった女性も多くいた。社会問題
とされ、長い間改善のために取り組まれていたが、法
整備がなかった。

②【米軍の女性への暴行について】多くの女性たちが被害に
あった。米軍への罰則規定など有効な法等がなかった。

③【女性の中絶権利について】望まない妊娠の際などに、
安全に中絶が行える等母体保護のための法が適用
されておらず、母体に危険な中絶を余儀なくされていた。

①「売春防止法」が適用、法的支援が行われるようになった。

②復帰後も事件が発生し続けている。「日米地位協定」が
司法の壁となっている。

③復帰後に旧優生保護法（後の母体保護法）が適用される。

復 帰 後
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女
性
の
人
権
に
関
す
る
課
題

沖
縄
で
は
復
帰
前
か
ら
女
性
の
人
権
に
関
す
る
法
整
備
等
の

遅
れ
が
課
題
と
し
て
あ
り
ま
し
た
。
復
帰
後
、
「
売
春
防
止

法
」
な
ど
が
適
用
さ
れ
、
法
的
支
援
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
「
日
米
地
位
協
定
」
が
司
法
の
壁
と
な
る
な
ど
、

現
在
で
も
課
題
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
き
な
わ
女
性
の
あ
ゆ
み

年
表

年
表
で
は
本
土
復
帰
し
た
１
９
７
２
年
か
ら
現
在
に
至
る
ま

で
の
沖
縄
の
女
性
た
ち
の
あ
ゆ
み
を
世
界
の
動
き
や
日
本
の
動

き
と
併
せ
な
が
ら
辿
り
ま
し
た
。
「
政
治
・
行
政
」
「
医
療
・

福
祉
」
「
教
育
・
市
民
運
動
」
「
芸
能
・
文
化
」
な
ど
様
々
な

場
所
で
女
性
た
ち
が
活
躍
し
ま
し
た
。

「
ト
ー
ト
ー
メ
ー
継
承
問
題
」
、
国
籍
法
の
改
正
の
契
機
と

な
っ
た
「
無
国
籍
児
問
題
」
、
「
女
性
バ
ス
ガ
イ
ド
35
歳
定
年

訴
訟
」
、
「
金
武
区
杣
山
訴
訟
」
な
ど
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
的
問
題

と
取
り
組
み
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
紹
介
し
ま
し
た
。

沖
縄
県
の
め
ざ
す
す
が
た

沖
縄
県
は
、
１
９
７
１
年
に
琉
球
政
府
が
作
成
し
た
「
復
帰

措
置
に
関
す
る
建
議
書
」
に
つ
い
て
描
か
れ
た
「
新
生
沖
縄

像
」
と
現
状
の
比
較
検
証
を
行
い
、
新
た
な
建
議
・
宣
言
に
つ

い
て
検
討
を
行
う
た
め
、
今
後
50
年
先
の
沖
縄
の
あ
る
べ
き
姿

に
つ
い
て
県
民
意
見
を
募
集
、
総
勢
５
３
３
人
が
回
答
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
有
識
者
と
の
意
見
交
換
会
を
経
て
新
た
な
建
議

書
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
復
帰
50
周
年
の
節
目
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
取
り
入
れ
た
新

た
な
振
興
計
画

「
新
・
沖
縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
」
を

掲
げ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
め
ざ

す
新
し
い
男
女
共
同
参
画
計
画
「
第
６
次
Ｄ
Ｅ
Ｉ
Ｇ
Ｏ
プ
ラ

ン
」
で
は
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
基
づ
く
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶
」

が
打
ち
出
さ
れ
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

め
ざ
そ
う
！
「
美
ら
島
お
き
な
わ
」
！

パ
ネ
ル
の
最
後
に
お
ば
あ
は
、
「
一
人
の
力
は
小
さ
く
て
も
、

同
じ
気
持
ち
の
人
が
集
ま
れ
ば
、
そ
れ
は
大
き
な
力
に
な
る
さ
。

ご
先
祖
様
の
こ
と
ば
に
『
理
解
は
力
な
り
。
人
は
、
理
解
を
す

れ
ば
信
頼
す
る
。
信
頼
す
れ
ば
尊
敬
す
る
。
尊
敬
す
れ
ば
力
に

な
る
。
』
と
い
こ
う
こ
と
ば
が
あ
る
よ
。
物
事
は
簡
単
に
は
変

わ
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
、
知
る
こ
と
、
理
解
し
て
み

る
こ
と
が
大
事
だ
ね
」
と
や
ー
こ
・
か
く
と
に
話
し
ま
し
た
。

※

紙
面
で
は
す
べ
て
紹
介
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
が
、

（
公
財
）
お
き
な
わ
女
性
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
し

て
お
り
ま
す
の
で
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

２
０
２
２
年

復
帰
50
年
後
の
沖
縄

年
表
か
ら
も
女
性
た
ち
が
困
難
に
負
け
ず
に
前
に
進
ん
で
き

た
様
子
が
わ
か
り
ま
す
。
50
年
間
で
人
権
と
い
う
観
点
か
ら
も

法
令
が
整
備
さ
れ
た
り
、
人
々
の
意
識
も
変
わ
っ
て
き
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
国
土
面
積
の
0.
6
％
の
沖
縄
県
に
は
現
在
で
も

全
国
の
米
軍
専
用
施
設
の
約
70
％
が
集
中
し
て
お
り
、
「
米
軍

人
・
軍
属
等
に
よ
る
女
性
た
ち
へ
の
性
暴
力
・
暴
行
・
事
件
の

被
害
」
「
米
軍
機
の
騒
音
や
部
品
落
下
に
よ
る
生
活
へ
の
影

響
」
「
ト
ー
ト
ー
メ
ー
継
承
問
題
や
、
コ
ロ
ナ
禍
で
顕
著
と

な
っ
た
女
性
や
子
ど
も
の
貧
困
な
ど
女
性
の
人
権
を
損
な
う
諸

問
題
」
な
ど
今
な
お
沖
縄
の
女
性
を
と
り
ま
く
課
題
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

おきなわSDGsｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ

第6次沖縄県男女共同参画計
画～DEIGOプラン～
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令
和
４
年
６
月
25
日
（
土
）
、
沖
縄
県
と
（
公
財
）
お
き

な
わ
女
性
財
団
の
主
催
で
沖
縄
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

「
て
ぃ
る
る
」
ホ
ー
ル
に
て
「
わ
た
し
ら
し
く
生
き
る
た
め

に
～
性
の
多
様
性
に
つ
い
て
考
え
る
～
」
を
開
催
し
ま
し

た
。沖

縄
県
は
令
和
３
年
３
月
26
日
に
「
沖
縄
県
性
の
多
様
性

尊
重
宣
言
（
美
ら
島
に
じ
い
ろ
宣
言
）
」
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
経
緯
に
つ
い
て
、
島
津
課
長
は
「
令
和
２
年
度
に
行
っ

た
『
沖
縄
県
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に
関
す
る
県
民
意

識
調
査
』
か
ら
、
性
の
多
様
性
に
関
し
て
７
割
以
上
の
方
が

肯
定
的
な
意
見
を
持
っ
て
い
る
一
方
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
々
が

困
難
を
感
じ
る
場
合
と
し
て
、
６
割
以
上
の
方
が
『
差
別
、

偏
見
が
あ
る
』
と
回
答
し
て
お
り
、
依
然
と
し
て
当
事
者
が

生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
て
い
る
現
状
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い

た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
県
は
、
令
和
2
年
11
月
か
ら
12
月
に

か
け
『
性
の
多
様
性
の
尊
重
に
関
す
る
検
討
委
員
会
』
を
設

置
し
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
当
事
者
を
含
む
有
識
者
委
員
会

を
開
催
。
『
県
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
ど
う
い
う
姿
勢
で
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
』
『
ど
う
い
う
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
の
か
』
と
い
う
方
向
性
を
明
示
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
の
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
て
検
討
し
た
結
果
、
令
和
３
年
３

月
に
、
県
と
し
て
宣
言
を
行
っ
た
。
沖
縄
県
で
は
、
こ
の
宣

言
を
も
と
に
、
全
て
の
人
の
性
の
あ
り
よ
う
を
尊
重
し
、
差

別
や
暴
力
の
な
い
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
つ
く
る
こ

と
を
県
民
全
体
で
共
有
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
」
と

説
明
し
ま
し
た
。

基
調
講
演

「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
・
性
の
多
様
性
と
子
ど
も
た
ち
が
通
い

や
す
い
学
校
環
境
作
り
」

竹
内

清
文

氏
（N

P
O

法
人
レ
イ
ン
ボ
ー
ハ
ー
トO

k
in
a
w
a

理
事
長
）

竹
内
氏
は
最
初
に
、
２
０
２
１
年
に
開
催
さ
れ
た
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
リ
レ
ー
ラ
ン
ナ
ー
に
参
加
し
た
経
緯
か

ら
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
の
条
文
に
も
性
別
、
性
的
指
向
で

差
別
し
て
は
い
け
な
い
と
記
載
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
。
ま

た
、
デ
ー
タ
か
ら
の
現
状
と
し
て
「
当
事
者
の
49.

7
％
が

自
殺
念
慮
経
験
、
18.

9
％
が
自
殺
未
遂
経
験
が
あ
り
、
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
・
性
的
少
数
者
の
高
校
生
3
割
が
自
傷
行
為
を
し
て

い
る
。
ま
た
別
の
調
査
で
は
、
当
事
者
の
自
殺
念
慮
の
経
験

は
65.

8
％
で
、
経
験
し
た
時
期
は
中
学
・
高
校
時
代

52.

7
％
と
な
っ
て
い
る
。
周
り
の
理
解
が
変
わ
れ
ば
も
っ

と
前
向
き
に
自
分
の
命
を
大
事
に
生
き
ら
れ
る
人
が
お
り
、

性
の
多
様
性
を
尊
重
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
す
べ
て
の
人
の

命
を
大
切
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
」
と
説
明

し
ま
し
た
。

次
に
、
学
校
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の

当
事
者
は
人
口
の
約
５
％
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
沖
縄
で

「
沖
縄
県
性
の
多
様
性
尊
重
宣
言

（
美
ら
島
に
じ
い
ろ
宣
言
）
」

島
津
典
子
氏
（
沖
縄
県
子
ど
も
生
活
福
祉
部

女
性
力
・
平
和
推
進
課
長
）

竹内 清文 氏

講演の様子
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は
約
７
万
２
千
人
い
る
こ
と
に
な
る
。
沖
縄
で
一
番
多
い
名

字
の
「
比
嘉
」
さ
ん
の
約
２
倍
に
あ
た
る
。
ま
た
中
学
生
頃

ま
で
に
ゲ
イ
で
あ
る
こ
と
を
や
性
別
違
和
感
を
自
覚
す
る
こ

と
が
多
い
。
さ
ら
に
、
性
同
一
性
障
害
の
人
の
自
殺
念
慮
の

発
生
時
期
の
第
1
の
ピ
ー
ク
は
思
春
期
で
あ
り
、
第
2
次
性

徴
に
よ
る
身
体
の
変
化
に
よ
る
焦
燥
感
、
中
学
で
の
制
服
の

問
題
、
恋
愛
の
問
題
な
ど
が
重
な
る
時
期
と
な
る
。
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
Ｌ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
の
約
9
割
の
人
は
『
先
生
に
相
談
で

き
な
か
っ
た
、
相
談
し
た
く
な
か
っ
た
』
と
答
え
て
お
り
、

人
に
言
い
た
く
な
い
。
言
え
な
い
人
も
た
く
さ
ん
い
る
。
学

校
で
の
取
り
組
み
を
考
え
る
に
は
、
相
談
で
き
な
い
9
割
の

子
ど
も
た
ち
を
見
る
こ
と
も
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
」
と

伝
え
ま
し
た
。

自
身
の
体
験
か
ら
、
「
26
歳
で
親
に
ゲ
イ
で
あ
る
こ
と
を

カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
し
た
。
受
け
入
れ
て
く
れ
る
の
に
13
年
か

か
っ
た
。
保
護
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
で
、
子
ど
も

は
さ
ら
に
追
い
込
ま
れ
て
い
く
。
だ
が
、
保
護
者
自
身
も
周

り
に
相
談
で
き
ず
、
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
る
人
も
多
い
。
沖

縄
の
よ
う
に
親
族
や
地
域
の
集
ま
り
が
多
い
場
所
は
『
○
○

は
い
い
人
い
な
い
の
か
？
』
と
言
っ
た
話
題
が
出
る
中
、
な

か
な
か
親
も
言
い
出
せ
な
い
。
保
護
者
へ
の
情
報
提
供
、
保

護
者
対
象
講
演
会
、
学
校
講
演
会
の
見
学
な
ど
、
親
が
救
わ

れ
る
と
、
最
終
的
に
子
ど
も
が
救
わ
れ
る
こ
と
に
繋
が
る
」

と
説
明
し
ま
し
た
。

竹
内
氏
は
最
後
に
、
「
す
べ
て
は
命
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
性
だ
け
で
は
な
く
人
は
必
ず
人
と
違
う
。
カ
テ
ゴ
リ
で

決
め
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
ち
ゃ
ん
と
心
を
込
め
て
子
ど
も

た
ち
と
向
き
合
う
こ
と
。
た
だ
知
識
を
伝
え
る
だ
け
で
は
な

く
、
話
し
合
い
活
動
や
子
ど
も
た
ち
が
主
体
的
な
学
び
を
通

じ
て
、
自
己
肯
定
感
や
多
様
性
の
尊
重
の
こ
こ
ろ
を
育
む
の

が
と
て
も
大
事
」
だ
と
伝
え
ま
し
た
。

第
2
部
で
は
、
狩
俣
氏
の
進
行
で
ト
ー
ク
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
最
初
に
自
己
紹
介
も
含
め
そ
れ
ぞ

れ
の
活
動
歴
な
ど
を
話
し
、
6
月
20
日
に
大
阪
地
裁
で
行
わ

れ
た
同
性
婚
裁
判
、
沖
縄
県
性
の
多
様
性
尊
重
宣
言
（
美
ら

島
に
じ
い
ろ
宣
言
）
に
つ
い
て
や
教
育
現
場
で
の
正
し
い
情

報
と
知
識
、
医
療
現
場
で
の
取
り
組
み
の
必
要
性
、
企
業
の

ト
ー
ク
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
性
の
多
様
性
と
お
き
な
わ
の
こ
れ
か
ら
」

司
会
／
狩
俣
倫
太
郎
氏
（
琉
球
放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

高
倉
直
久
氏
（
一
般
社
団
法
人
ピ
ン
ク
ド
ッ
ト
沖
縄

代
表
理
事

／
株
式
会
社
パ
ー
ム
ロ
イ
ヤ
ル

代
表
取
締
役
総
支
配
人
）

竹
内
清
文
氏
（N

P
O

法
人
レ
イ
ン
ボ
ー
ハ
ー
トo

k
in
a
w
a

理
事
長
）

玉
城
福
子
氏
（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員

P
D

）

西
端
裕
子
氏
（
と
み
し
ろ
法
律
事
務
所

弁
護
士
）

取
り
組
み
例
等
の
幅
広
い
内
容
で
議
論
が
展
開
さ
れ
、
意
見

を
交
え
ま
し
た
。

西
端
氏
は
、
同
性
婚
裁
判
に
つ
い
て
「
大
阪
地
裁
で
の
判

決
は
、
残
念
な
が
ら
札
幌
地
裁
と
は
異
な
り
、
今
、
現
行
で

同
性
婚
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
の
は
『
違
憲
で
は
な
い
』

『
合
憲
』
だ
と
い
う
判
決
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
と
て
も
残

念
な
こ
と
。
今
後
、
控
訴
し
て
大
阪
高
等
裁
判
所
で
争
う
こ

と
に
な
り
、
い
ず
れ
は
最
高
裁
ま
で
行
く
だ
ろ
う
が
、
長
い

ス
パ
ン
に
な
る
と
思
う
」
と
話
し
ま
し
た
。

玉
城
氏
は
、
県
か
ら
の
宣
言
と
医
療
現
場
で
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
「
沖
縄
県
か
ら
公
に
『
み
ん
な
違
っ
て
良
い
ん
だ

よ
』
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
出
た
こ
と
は
当
事
者
に
と
っ
て

も
家
族
や
友
人
に
と
っ
て
も
大
事
な
こ
と
だ
。
さ
ら
に
こ
こ

か
ら
踏
み
込
ん
で
、
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ
防
止
や
差
別
禁
止
の
条

例
を
つ
く
り
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ

を
導
入
す
る
な
ど
の
議
論
が
必
要
。
ま
た
、
福
祉
や
医
療
に

関
し
て
も
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
を
想
定
し
た
対
応
が
で
き
て
い
な
い

こ
と
も
あ
り
非
常
に
急
ぎ
で
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
分
野
で

は
な
い
か
と
思
う
。
パ
ー
ト
ナ
ー
と
生
活
を
す
る
上
で
パ
ー

ト
ナ
ー
が
入
院
・
手
術
し
た
際
、
病
院
側
は
家
族
と
し
て
接

し
て
く
れ
る
が
、
手
術
へ
の
同
意
書
の
サ
イ
ン
は
戸
籍
上
の

家
族
の
も
の
を
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
法
律
で
は
な
く
病
院

側
の
ル
ー
ル
に
な
る
の
で
状
況
は
変
え
ら
れ
る
は
ず
。
そ
の

上
で
、
県
内
の
病
院
が
ど
の
く
ら
い
セ
ク
シ
ャ
ル
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
に
配
慮
し
て
い
る
か
の
情
報
提
供
も
必
要
だ
と
思
う
」

と
話
し
ま
し
た
。

竹
内
氏
は
「
自
分
が
ゲ
イ
だ
と
気
づ
い
た
と
き
に
は
『
人

生
終
わ
っ
た
』
と
思
っ
た
。
大
人
は
大
丈
夫
と
い
っ
て
く
れ

な
い
し
、
男
ら
し
く
し
ろ
と
い
う
。
不
安
感
を
持
っ
て
い
る

子
は
自
分
か
ら
声
を
上
げ
る
の
は
難
し
い
が
大
人
側
か
ら

狩俣 倫太郎 氏玉城 福子 氏

高倉 直久 氏 西端 裕子 氏
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『
大
丈
夫
。
あ
な
た
は
あ
な
た
の
良
い
と
こ
ろ
が
あ
る
』
と

伝
え
、
安
心
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
。
ま
た
、
子
ど
も

た
ち
が
い
ず
れ
社
会
を
作
っ
て
い
く
、
そ
の
時
は
お
互
い
の

違
い
を
大
切
に
し
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
良
さ
が
活
か
さ
れ
る

社
会
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

高
倉
氏
は
企
業
の
取
り
組
み
と
し
て
「
パ
ー
ム
ロ
イ
ヤ
ル

は
九
州
・
沖
縄
地
区
の
ホ
テ
ル
業
で
初
め
て
10
年
前
に
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
Ｑ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ホ
テ
ル
を
宣
言
し
た
。
お
客
様
は
も

ち
ろ
ん
だ
が
、
当
事
者
も
非
当
事
者
も
働
き
や
す
い
職
場
環

境
づ
く
り
な
ど
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

用
ト
イ
レ
を
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
ト
イ
レ
に
改
装
す
る
際
は
、

マ
ー
ク
が
あ
る
こ
と
で
『
自
分
が
当
事
者
と
い
う
こ
と
が
バ

レ
て
し
ま
う
』
と
当
事
者
の
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
レ
イ

ン
ボ
ー
マ
ー
ク
を
わ
ざ
と
つ
け
な
か
っ
た
。
ま
た
、
統
計
の

デ
ー
タ
に
よ
る
と
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
し
て
働
く
職
場
は
労
働

生
産
性
が
上
が
る
と
い
う
調
査
結
果
も
出
て
い
る
。
当
事
者

も
非
当
事
者
も
誰
も
が
自
分
ら
し
く
働
け
る
職
場
環
境
づ
く

り
が
企
業
に
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
訴
え
ま
し
た
。

狩
俣
氏
は
、
自
身
の
取
材
経
験
を
元
に
西
崎
中
学
校
の
制

服
選
択
制
つ
い
て
「
生
徒
か
ら
の
提
案
で
女
生
徒
が
ズ
ボ
ン

を
履
け
る
よ
う
に
校
則
を
変
え
た
が
、
今
度
は
生
徒
会
か
ら

の
提
案
で
男
子
生
徒
に
ス
カ
ー
ト
を
認
め
な
い
の
は
よ
く
な

い
の
で
は
な
い
か
？
と
提
案
が
あ
っ
た
。
生
徒
会
は
Ｐ
Ｔ
Ａ

へ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
『
実
際
に
ス
カ
ー
ト
を

履
い
て
良
い
と
校
則
を
変
え
て
も
ス
カ
ー
ト
を
履
い
て
く
る

男
子
生
徒
は
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
西
崎
中
学

校
と
し
て
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
姿
勢
と
し
て
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
出
す
こ
と
に
意
味
が
あ
る
』
と
述
べ
た
。
中
学
2

年
生
の
子
ど
も
た
ち
が
こ
う
い
っ
た
こ
と
を
考
え
る
こ
と
が

出
来
る
の
は
竹
内
さ
ん
の
地
道
な
活
動
の
賜
だ
と
思
う
」
と

話
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
西
端
氏
は
憲
法
第
13
条
の
条
文
を
紹
介
し
、

「
『
す
べ
て
国
民
は
、
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
。
生
命
、

自
由
及
び
幸
福
追
求
に
対
す
る
国
民
の
権
利
に
つ
い
て
は
、

公
共
の
福
祉
に
反
し
な
い
限
り
、
立
法
そ
の
他
の
国
政
の
上

で
、
最
大
の
尊
重
を
必
要
と
す
る
』
と
あ
る
。
人
の
尊
厳
が

す
べ
て
の
こ
と
の
基
本
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
個
人
と

い
う
の
は
人
の
属
性
や
性
別
、
だ
れ
が
好
き
か
な
ど
に
関
わ

ら
ず
、
一
人
一
人
が
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
世
の
中
に

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

（公財）おきなわ女性財団

【第1回健康教室】親子でできる体軸体操

実施日：7月23日（土）
講 師：渡部勇太氏（NEST体軸スクール沖縄校 代表）
場 所：てぃるる１階 ホール
内 容：親子で身体の軸を育てる体軸体操を行いました。身体には400コの

筋肉があり、この筋肉を使いこなすことで身体が動かしやすくなり
運動神経もよくなる。また正しい姿勢を保ちやすくなることで、集
中力が増すと説明しました。体操前に柔軟性や動きのチェックをし、
その後体操を30分ほど行い、最後に動きやすくなったかのチェッ
クを行いました。 渡部 勇太 氏

事業報告

トークディスカッションの様子



沖
縄
県
と
（
公
財
）
お
き
な
わ
女
性
財
団
が
主
催

し
、
令
和
元
年
度
か
ら
行
っ
て
い
る
女
性
人
材
育
成

事
業
で
、
こ
れ
ま
で
に

人
の
方
が
修
了
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
、
職
場
・
家
庭
・
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
場
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
修
了
生
の
中
か
ら
今
回
は
第
1

期

修
了
生

浦
添
佳
奈
絵
さ
ん
か
ら
「
て
ぃ
る
る
塾
」

つ
い
て
寄
稿
頂
き
ま
し
た
。

「
て
ぃ
る
る
塾
」
を
受
け
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か

け
は
⼦
育
て
と
仕
事
の
両
⽴
の
中
、
様
々
な
壁
を
感

じ
て
い
た
こ
と
か
ら
で
す
。
家
庭
が
あ
っ
て
も
⾃
分

の
夢
を
追
う
こ
と
や
、
学
ぶ
こ
と
が
楽
し
く
も
あ
る

反
⾯
、
難
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
に

て
ぃ
る
る
塾
を
知
り
ま
し
た
。
⼀
緒
に
学
ぶ
仲
間
が

い
る
こ
と
、
知
ら
な
い
こ
と
を
学
べ
る
楽
し
み
で
す

ぐ
に
申
し
込
み
を
し
ま
し
た
。

職
種
や
環
境
の
違
う
仲
間
た
ち

「
み
ん
な
違
っ
て
、
み
ん
な
い
い
」

予
定
し
て
い
た
20
名
の
応
募
に
対
し
、
50
名
程
の
応

募
が
あ
り
皆
が
仲
間
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
職
種
や
環
境
の
違
う
仲
間
た
ち
は
同
じ

講
座
を
受
講
し
て
い
て
も
、
発
す
る
感
想
や
意
⾒
も

違
う
。
他
者
と
の
違
い
を
認
め
合
い
、
視
野
を
広
げ
、

助
け
合
う
想
い
、
前
向
き
な
姿
勢
な
ど
多
く
の
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。

て
ぃ
る
る
塾
修
了
生

コ
ラ
ム
第
1

回

そ
の
後
の
活
動

修
了
後
は
地
域
活
性
や
社
会
活
動
を
⾏
う
⻘
年
経

済
団
体
へ
所
属
し
ま
し
た
。
て
ぃ
る
る
塾
で
社
会
の

様
々
な
課
題
が
⾒
え
て
き
て
、
何
か
⾏
動
せ
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
⾃
身
特
に
⼒
を
⼊
れ
た

の
は
沖
縄
県
⼦
ど
も
の
貧
困
問
題
や
、
児
童
園
や
母

⼦
支
援
セ
ン
タ
ー
・
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
訪
問
や

⼦
ど
も
用
品
の
提
供
、
⼦
育
て
世
代
の
⽅
へ
キ
ャ
リ

ア
支
援
等
を
⾏
っ
て
い
ま
し
た
。
活
動
を
通
し
て
⼥

性
の
活
躍
推
進
と
共
に
「
男
⼥
共
同
参
画
」
に
⼒
を

⼊
れ
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

ま
さ
に
「
男
⼥
共
同
参
画
を
発
信
し
て
い
く
こ

と
」
で
す
！

現
在
、
⽣
後
１
ヶ
⽉
の
第
３
⼦
を
抱

え
な
が
ら

妊
娠
・
出
産
・
育
児
・
仕
事
・
家
事
で
感

じ
る
こ
と
や
課
題
を
⾒
つ
め
直
し
て
い
ま
す
。

私
⾃
身
も
誰
か
の
⼒
が
必
要
な
よ
う
に
、
他
に
も

支
援
を
必
要
な
⼈
が
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
誰
も

が
思
い
描
い
た
⼈
⽣
を
歩
む
た
め
に
は
、
《
学
ぶ
こ

と
・
情
報
収
集
・
⾏
動
、
そ
し
て
時
と
し
て
周
り
の

支
援
も
必
要
》
だ
と
思
い
ま
す
。

私
が
て
ぃ
る
る
塾
で
背
中
を
押
し
て
も
ら
っ
た
よ

う
に
、
今
度
は
私
が
背
中
を
押
せ
る
存
在
で
あ
り
た

い
と
思
い
活
動
し
て
い
ま
す
。

ま
た
素
晴
ら
し
い
講
師
に
出
逢
え
た
の
も
て
ぃ
る

る
塾
の
魅
⼒
で
す
。
沖
縄
県
内
外
で
ご
活
躍
さ
れ
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
講
師
は
、
疑
問
・
質
問
に
も
丁
寧
に

応
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
卒
業
し
た
後
も
先
⽣
⽅
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
ご
活
動
を
拝
⾒
し
て
い
る
と
、
学
び
た
い

と
い
う
意
欲
が
湧
い
て
き
ま
す
！

私
は
受
講
す
る
前
、
世
の
中
の
課
題
に
つ
い
て
ど

こ
か
対
岸
の
⽕
事
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
「
ど
う
せ

⼀
市
⺠
が
何
か
を
⾔
っ
た
と
こ
ろ
で
世
の
中
は
変
わ

ら
な
い
。
そ
れ
な
ら
⽬
の
前
の
こ
と
に
向
き
合
お

う
」
と
い
う
姿
勢
で
し
た
。
し
か
し
受
講
・
調
べ
学

習
・
課
題
発
表
を
通
じ
て
、
今
ま
で
⽣
活
の
中
で
こ

う
だ
っ
た
ら
い
い
の
に
な
と
感
じ
る
点
が
多
い
こ
と

に
気
づ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
想
い
に
対
し
既
に

支
援
・
サ
ー
ビ
ス
が
存
在
す
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

私
た
ち
の
チ
ー
ム
で
は
⼦
育
て
と
仕
事
の
両
⽴
を
⽬

指
し
、
沖
縄
県
内
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
調
べ
ま
し
た
。
⼦
育
て
の
⼀
助
と
な

る
サ
ー
ビ
ス
が
既
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
安
心
し

た
反
⾯
、
⾃
分
か
ら
情
報
を
取
り
に
⾏
く
重
要
性
を

感
じ
ま
し
た
。
こ
の
経
験
か
ら
大
き
く
《
課
題
に
向

き
合
う
こ
と
・
知
る
こ
と
・
⾏
動
す
る
こ
と
の
大
切

さ
》
を
痛
感
し
ま
し
た
。
各
チ
ー
ム
の
課
題
発
表
に

お
い
て
も
、
捉
え
⽅
や
解
決
に
向
け
て
の
⽅
法
も
、

私
⼀
⼈
で
は
思
い
つ
か
な
か
っ
た
発
想
に
毎
回
多
く

の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
！

毎
回
の
講
座
や
課
題
が
楽
し
く
て
、
半
年
だ
け
で

な
く
も
っ
と
仲
間
や
先
⽣
と
学
び
を
深
め
た
か
っ
た

ほ
ど
で
す
！

「
み
ん
な
違
っ
て
、
み
ん
な
い
い
」

浦添 佳奈絵 （うらそえ かなえ）

那覇市出身。３児の母。
高等学校進路指導、就職支援ラジオ DJ、外資系航空会社勤務を経て人財コンサル業で独立。
幼い頃から「女の子だから」という言葉に縛られ、自身の出産・子育てでの経験を活かし『誰もが思い描いた人生を
歩める』社会作りを目指す。現在は SDGs・魅力学・コーチングなど 学生の就職支援から企業研修活動を行う。

第
１
期
修
了
生

浦
添

佳
奈
絵

さ
ん

6
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女性相談
℡：098-868-4010

国際女性相談
℡：098-880-3402

にじいろ相談
℡：098-880-8434

男性相談
℡：098-868-4011

日
時

火曜～土曜 10：00～17：00
土曜のみ
10：00～17：00

日曜と月曜
10：00～16：00

相
談
方
法

電話／面接（面接は予約が必要です。）
女性からの相談を女性の相談員がお受けします。

電話／面接
（面接は予約が必要です。）

電話

男性からの相談を男性の相談
員がお受けします。
※ 相談は、電話相談のみと
なります。

特別相談（予約が必要です。）
専門家による面接相談
◆法律相談（月2回）
◆こころの健康相談（月1回）

特別相談（予約が必要です。）
専門家による面接相談
◆国際法律相談（週1回）

相
談
内
容

女性が抱える家庭や職場での人
間関係、生き方、心や体の悩み
などの相談をお受けします。

外国人との結婚・離婚など
様々な問題に関する相談をお
受けします。

セクシャリティに関わる悩
みや困りごとをご本人だけ
でなく、家族や周囲の方か
らのご相談もお受けします。

男性が抱える家庭や職場での
人間関係、生き方、心や体の
悩みなどの相談を電話でお受
けします。

休
み

毎週日曜と月曜、年末年始（12/29～1/3） 年末年始（12/29～1/3）
祝日にあたる月曜、年末年始
（12/29～1/3）

発行： 公益財団法人おきなわ女性財団
TEL：098-868-3717 FAX：098-863-8662

HP：https://www.okinawajosei.org/

沖縄県男女共同参画センター管理運営団体
TEL：098-866-9090 FAX：098-866-9088

HP：http://www.tiruru.or.jp/

発行月：令和４年８月

表紙写真 大屋玲奈

～てぃるる相談室～ 公益財団法人おきなわ女性財団では相談窓口を開設しています。
相談料は無料（通話料は相談者負担）、秘密（プライバシー）を固く守ります。

当財団の活動に賛同し、一緒に歩んでくださるみなさまのご入会をお待ちしております。

頂いた会費は各種事業などに活用させていただきます。

●特 典：情報誌「てぃるるちゃんがいく！」や講演会・講座情報などを文書にてお届けいたします。

講演会や講座等へ優先的に参加、当財団が主催する有料講座は会員価格で受講できます。

●年会費：個人会員：3,000円 学生会員：2,000円 団体会員：10,000円

※新規は、入会時期（申込日）により金額が異なります。

（公財）おきなわ女性財団（098-868-3717）までお問合せください。

～賛助会員入会・継続のご案内～

グローバル・ジェンダー・ギャップ指数をご存じですか？

ホットな話題！

グローバル・ジェンダー・ギャップ指数（The Global Gender Gap Index：GGGI）とは、世界経済フォーラムが2006年から毎年発表して

いる世界男女格差指数です。各国を対象に、政治・経済・教育・健康の４部門について、男女にどれだけの格差が存在しているか

を分析してスコア化し、そのスコアを元に各国の男女平等の順位をつけています。（指数は女性/男性で算出。平等なら１、最低は

０）。日本は発足当初の2006年は80位でしたが、次第に順位を下げ、2009年には101位と初めて3桁台になり、昨年の120位から、

2022年は116位となりましたがＧ７と東アジア太平洋地域19カ国のいずれでも最下位となっています。

分野

2022年

ギャップ
指数

順位

政治 0.061 139位

経済 0.564 121位

教育 1.000 1位

健康 0.973 63位

総合 0.650 116位

※2018年公表までは、公表年のレポートが公表されていたが、2019年分は「GGGR 2020」となり、数字が連続していない。

2007年 改正男女雇用機会均等法施行

2016年 女性活躍推進法施行

2017年 改正男女雇用機会均等法施行

2018年
政治分野における男女共同参画
の推進に関する法律施行

2019年働き方改革関連法施行


